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サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
に
続
く
逍
と
逞
衆
ノ
ー
ル

政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授

加
藤

久
喜

い
よ
い
よ
四
月
か
ら
、
首
都
圏
で
海
外
か
ら
輸
入
し
た
エ
タ
ノ
ー
ル

混
合
ガ
ソ
リ
ン
の
販
売
が
始
ま
り
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
増
産
で
ブ
ラ

ジ
ル
の
オ
レ
ン
ジ
の
作
付
け
が
減

っ
て
一
〇
0
%
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
が

値
上
が
り
す
る
な
ど
、
最
近
、
新
聞
紙
上
で
は
エ
タ
ノ
ー
ル
混
合
燃
料
の

記
事
が
盛
ん
に
紙
面
を
賑
わ
し
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

私
は
昨
年
の
夏
ま
で
道
路
局
の
道
路
特
定
財
源
の
担
当
者
と
し
て
、

一
連
の
道
路
特
定
財
源
問
題
に
関
わ
っ
て
い
た
が
、
任
期
中
に
は
一
度
も

現
地
の
道
路
な
ど
を
見
る
こ
と
な
く
異
動
と
な
り
、
現
在
は
大
学
に
出
向

中
で
ま
ち
づ
く
り
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
役
所
の
仕
事
と
様

変
わ
り
で
、
研
究
室
に
こ
も
っ
て
の
仕
事
で
一
日
中
、
人
と
会
話
せ
ず
、

本
や
パ
ソ
コ
ン
と
に
ら
め
っ
こ
と
い
う
日
も
多
い
。
ま
た
、
仕
事
の
仕
方

は
す
べ
て
が
自
分
の
責
任
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
わ
り
に
、
誰
に

文
句
を
言
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
自
由
人
と
い
う
か
、
一
人
親
方
の
状
態

で
あ
る
。
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
今
年
の
三
月
に
沖
縄
で
行
っ
た
地
域

づ
く
り
の
現
地
調
査
の
一
環
と
し
て
、
気
に
な
っ
て
い
た
宮
古
島
ま
で
足

を
伸
ば
し
た
。

京
都
議
定
書
に
よ
れ
ば
、
日
本
も
二
〇
〇
八
年
以
降
二
〇
一
二
年
ま

で
、
一
九
九
〇
年
と
比
べ
て
六
%
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
削
減

(二
〇

〇
三
年
か
ら
見
る
と
一
四
%
弱
削
減
)
す
る
と
い
う
、
極
め
て
困
難
な
状

況
に
突
入
す
る
。
こ
の
た
め
、
道
路
交
通
部
門
に
お
い
て
も
二
酸
化
炭
素

の
削
減
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
様
々
な
地
域
の
エ
タ
ノ
ー
ル
燃

料
の
導
入
実
験
が
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
、
宮
古
島
は
石
油

販
売
業
者
が
取
り
組
む
流
通
ま
で
の
一
貫
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、

関
心
を
持
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
と
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
と
い
っ
た
植
物
を
発
酵
･
蒸
留
し
て
製
造
さ
れ
る
エ
タ
ノ
ー
ル
の
こ

と
で
あ
る
。
主
に
自
動
車
用
燃
料
と
し
て
ガ
ソ
リ
ン
に
混
合
し
て
使
用
さ

れ
、
例
え
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
二
0
~
二
五
%
、
ア
メ
リ
カ
の
一
部
の
州



な
ど
で
は
一
0
%
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
ガ
ソ
リ
ン
に
混
合
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
、
①
燃
焼
時
に
排
出
さ
れ
る
鮠
は
、
原
料
と
な
る
植
物
が
生
長

す
る
際
に
吸
収
し
た
の
と
同
量
と
み
な
さ
れ
、
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
削
減

を
進
め
る
う
え
で
効
果
的
で
あ
る
こ
と
、
②
植
物
を
由
来
と
す
る
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
は
自
然
環
境
が
許
す
限
り
再
生
産
が
可
能
な
こ
と
、
③
運
輸

部
門
を
中
心
に
石
油
依
存
度
を
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
｢揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等

に
関
す
る
法
律
｣
に
よ
り
、
市
場
に
流
通
し
て
い
る
既
販
車
の
自
動
車
部

品
の
安
全
性
や
排
ガ
ス
性
状
の
確
保
の
観
点
か
ら
高
濃
度
で
の
混
合
は
認

め
ら
れ
ず
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
ガ
ソ
リ
ン
に
三
%
ま
で
で
あ
れ
ば
混

来間島から見た宮古島

合
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

宮
古
島
は
、
沖
縄
本
島
か

ら
南
西
約
三
〇
〇
畑
、
東
京

か
ら
約
二
、
0
0
0
如
で
北

緯
二
四
度
か
ら
二
五
度
、
東

経

一
二
五
度
か
ら
一
二
六
度

島古

の
間
に
位
置
し
て
い
る
。
人

た

口
は
約
五
五
、
0
0
0
人
、

総
面
積
は

一
六
四
鬮
で
沖
縄

本
島
の
一
三
分
の
一
の
大
き

さ
で
あ
る
。
島
全
体
は
お
お

む
ね
平
坦
で
、
海
岸
線

と
白
い
砂
浜
、
珊
瑚
礁

の
海
中
景
観
な
ど
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
山
岳
部

は
少
な
く
、
大
き
な
河

川
、
湖
沼
等
も
な
い
こ

と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の

水
を
地
下
水
に
頼
っ
て

い
る
。
ま
た
、
観
光
以

外
で
は
農
業
関
係
が
基

幹
産
業
だ
が

台
風
の

、
穰

誇

到
来
が
多
く
土
壌
や
水

･

一

利
に
恵
ま
れ
な
い
た

め
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
基
幹
作
物
と
な
っ
て
い
る
島
で
あ
る
。

生
ま
れ
て
初
め
て
宮
古
島
空
港
に
降
り
立
つ
と
、
あ
た
り
は
平
坦
で

一
面
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
で
あ
る
。
空
港
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
沖
縄
製
糖
㈱
宮

古
工
場
敷
地
内
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
設
備
へ
向
か
う
。
台
風
の
常

襲
地
帯
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
道
治
の
住
宅
に
屋
根
瓦
は
な
く
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
の
ア
メ
リ
カ
的
な
家
構
え
で
あ
る
。
観
光
シ
ー
ズ
ン
前
の
平
日
の

た
め
か
車
も
少
な
く
、
街
の
中
心
地
以
外
は
通
る
車
も
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
運

ぶ
軽
ト
ラ
ッ
ク
く
ら
い
で
、
ド
ラ
イ
ブ
に
は
快
適
な
環
境
の
よ
う
だ
。

現
地
の
実
証
プ
ラ
ン
ト
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
置
き
場
の
先
の
奥
ま
っ
た トウキビ畑



場
所
に
建
っ
て
い
た
。
実
証
実
験
は
平
成
一
六
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
て
お

り
、
国
内
産
の
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
で
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
か
ら
供
給
ま
で
を

一
貫
し
て
実
証
す
る
我
が
国
初
の
事
例
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
宮
古
島

は
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
一
大
産
地
で
あ
り
、
島
内
で
消
費
さ
れ
る
年
間
約
二
･

四
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
ガ
ソ
リ
ン
の
E
3
化

(E
の
後
ろ
の
数
字
は
エ
タ

ノ
ー
ル
の
比
率
を
%
で
示
し
て
お
り
こ
の
場
合
は
三
%
混
合
と
い
う
意

味
)
が
十
分
可
能
な
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
生
産
し
て
お
り
、
地
産
地
消
が
完
全

に
可
能
と
な
る
条
件
を
有
し
て
い
る
。
現
地
で
は
既
に
実
験
プ
ラ
ン
ト
は

稼
動
し
て
お
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
砂
糖
を
採
取
し
た
後
の
廃
糖
蜜
を
原

工場敷地内のサトウキビ集積所

プラント内の発酵設備

料
に
発
酵
、
蒸
留
、
脱
水
の
過
程
を
経
て
、
純
度
九
九
･
五
%
の
エ
タ
ノ

ー
ル
を

一
日

一
t
生
産
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
ト
内
で
エ
タ
ノ
ー
ル
の
精
製

過
程
の
現
物
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
エ
タ
ノ
ー
ル
の
濃
度
が
低
い
段
階
の

里
m砂
糖
の
に
お
い
が
、
濃
度
が
上
が
る
に
従
っ
て
里
…糖
焼
酎
、
工
業
用
ア

ル
コ
ー
ル
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
生
産
量
は
実
験
の
目
標
を
達
成
し
、
現

在
は
発
酵
、
脱
水
、
廃
液
処
理
の
省
エ
ネ
化
、
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
る
状
況
で
あ
る
。
生
産
さ
れ
た
エ
タ
ノ
ー
ル
は
、
現
地
に
伺
っ
た
三

月
の
段
階
で
㈱
り
ゅ
う
せ
き

(沖
縄
県
の
石
油
販
売
会
社
)
の
油
槽
所
内

と
J
A
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
計
二
ヵ
所
で
公
用
車
三
0
0
台
に
E
3
の

混
合
ガ
ソ
リ
ン
と
し
て
供
給
さ
れ
、
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
段
階

で
あ
っ
た
。
平
成
二
〇
年
度
以
降
に
は
、
宮
古
島
全
域
で
E
3
ガ
ソ
リ
ン

を
普
及
さ
せ
る
広
域
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

環
境
へ
の
取
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
や
す
い
の
か
、
関
係
の
有
力
者
が

数
多
く
現
地
入
り
し
、
新
聞
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実

用
化
に
向
け
て
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
問
題
も
多
い
。
東
京
で
は
殆
ど
耳
に

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
今
一
番
問
題
な
の
は
、
エ
タ
ノ
ー
ル
生
成
後

の
蒸
留
廃
液
は
高
B
O
D
の
た
め
直
接
海
に
流
す
わ
け
に
は
行
か
ず
、
生

産
量
が
増
え
た
場
合
に
処
理
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
廃
液
は
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
み
、
海
外
で
は
飼
料
･
肥
料
に
用
い
る

こ
と
で
有
機
利
用
物
と
し
て
循
環
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て

は
、
利
害
関
係
者
、
関
係
省
庁
も
多
く
実
用
化
に
向
け
て
な
か
な
か
話
が

進
ま
ず
、
実
証
実
験
の
関
係
者
が
手
探
り
で
島
内
の
農
家
等
と
利
用
方
法

を
相
談
す
る
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。



J A 給油所に設置されたE 3給油設備

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
報
道
も
、
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
と
か
生
物

起
源
に
よ
る
循
環
型
で
環
境
に
や
さ
し
い
と
か
、
受
け
や
耳
あ
た
り
の
良

い
も
の
が
多
く
、
国
の
支
援
も
成
果
と
し
て
目
に
見
え
る
と
こ
ろ
に
行
き

が
ち
で
あ
る
。
東
京
で
よ
く
聞
く
税
制
の
議
論
以
前
に
必
要
な
、
廃
棄
物

の
処
理
と
か
混
合
ガ
ソ
リ
ン
の
流
通
過
程
と
か
地
道
な
調
整
を
必
要
と
す

る
部
分
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
時
点
で
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
も
国
の
支

援
も
十
分
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
京
都
議
定
書
の

目
標
達
成
に
向
け
た
マ
イ
ナ
ス
六
%
の
フ
レ
ー
ム
作
り
は
勿
論
大
事
だ

が
、
一
方
で
、
そ
の
量
的
な
貢
献
は
わ
ず
か
と
は
言
え
、
宮
古
島
を
は
じ

め
と
す
る
国
内
の
農
作
物
に
よ
る
地
産
地
消
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
軌
道

に
乗
る
こ
と
は
、
格
差
問
題
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
農
業
振
興
を
始
め
と
す

る
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
も
重
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
新
聞
紙
上

を
に
ぎ
わ
す
派
手
な
議
論
も
い
い
が
、
こ
の
よ
う
な
現
地
の
努
力
に
報
い

る
よ
う
な
対
応
が
も
っ
と
な
さ
れ
な
い
も
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

宮
古
島
の
海
は
透
明
度
も
高
く
、
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
に
輝
く
本
当
に

美
し
い
海
で
あ
る
。
点
在
す
る
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
除
け
ば
、
あ
た
り
は

一
面
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
で
吹
き
抜
け
る
風
も
さ
わ
や
か
だ
。
地
球
環
境
問

題
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
貴
重
な
自
然
を
有
す
る
こ
の
よ
う
な
場
所
は
ぜ
ひ

と
も
変
わ
ら
ぬ
姿
で
残
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

青
い
空
、
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
海
、
緑
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
に
続
く
の

ど
か
な
道
。
地
産
地
消
の
E
3
で
ゆ
っ
く
り
と
走
る
ク
ル
マ
。
是
非
、
実

現
さ
せ
た
い
南
国
沖
縄
の
街
道
風
景
で
あ
る
。
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